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川
越
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
、
校
種
間
連
携
教
育
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
を
進
め

る
た
め
、
川
越
市
内
の
小
・
中
学
校
を
８
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
委
嘱
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
特
性
を
生
か
し
、
小
・

中
学
校
間
で
の
教
職
員
や
児
童
生
徒
の
交
流
、

中
学
校
の
部
活
動
や
授
業
の
体
験
な
ど
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
※
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
校
種
間
連
携
教
育
を
更
に
進
め
、

平
成
29
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
に
向
け
た

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
中
一
貫
教
育
で

は
義
務
教
育
九
年
間
を
見
通
し
た
教
育
課
程

の
編
成
、
目
指
す
児
童
生
徒
像
の
共
有
、
小
・

中
学
校
の
教
職
員
の
交
流
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
一
層
の
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や

豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
①
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育

課
程
の
研
究
、
②
小
・
中
学
校
合
同
の
研
究

組
織
や
協
働
授
業
に
向
け
た
取
組
を
重
点
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
…
中
学
校
に
入
学
し
、
学
習
や
生
活

の
変
化
に
な
じ
め
ず
、
不
登
校
や
い
じ
め
等
が
急
増

す
る
現
象
。

【武蔵野小・大東中合同あいさつ運動】

連
携
教
育
か
ら
一
貫
教
育
へ

～・～・～・～・～・～  各学校における取組の例  ～・～・～・～・～・～

校種間連携教育の更なる推進　〜連携教育から一貫教育へ〜� ＜イメージ図＞

○合同の研究組織
　授業研究において、小・中合同の研究
協議を行い、小・中のそれぞれの視点で
授業の検証を行う。（福原小・福原中学校）

○９年間を見通した教育課程の連携
　９年間の単元一覧表を作成し、小・中の
単元毎の系統性を意識した授業を行う。
（上戸小学校・鯨井中学校／理科の例）

○目指す児童生徒像の共有
　霞ケ関中学校の「授業の受け方８か条」
を受け、連携校でも学習のきまりを作成。
（霞ケ関小・霞ケ関南小・霞ケ関中学校）
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教
員
が
主
体
的
に
学
ぶ「
教
育
フ
ェ
ス
タ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｅ
」

第
45
回
企
画
展  

開
催
中
「
川
越
と
サ
ツ
マ
イ
モ
」

�

10
月
13
日（
土
）～
11
月
25
日（
日
）

川
越
市
で
は
、
教
育
の
充
実
の
た
め
に
、

教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、

学
校
や
教
職
員
等
の
優
れ
た
実
践
や
研
究
の

成
果
を
広
く
発
信
す
る
場
、
一
人
ひ
と
り
の

教
職
員
が
主
体
的
に
学
ぶ
場
と
し
て
、「
教
育

フ
ェ
ス
タ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｅ
」を
平
成
27
年
度

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
８
月
10
日
、
市
立
教
育
セ
ン

タ
ー
で
、
第
４
回
教
育
フ
ェ
ス
タ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｇ
Ｏ
Ｅ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
は
講
演

会
、
午
後
は「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ（
双
方
向
）」

を
テ
ー
マ
に
、
26
講
座
が
設
け
ら
れ
約
５
０
０

人
の
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
川
越
は
政
治
や
経
済
な
ど
様
々

な
面
で
江
戸
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
あ
り
ま

し
た
が
、
救
荒
作
物
と
し
て
普
及
し
た
サ
ツ

マ
イ
モ
に
お
い
て
も
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま

し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
に
な
っ

て
栽
培
技
術
が
確
立
し
、
関
東
で
サ
ツ
マ
イ

モ
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
川

越
地
方
は
、
関
東
ロ
ー
ム
層
の
適
度
に
や
せ

た
土
壌
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に
最
適
で
あ

り
、
重
量
の
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
新
河
岸

川
舟
運
の
発
達
に
よ
り
江
戸
に
運
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は「
川
越
本
場
」や「
川

越
い
も
」な
ど
と
呼
ば
れ
、
名
声
を
博
し
ま
し

た
。今

回
の
企
画
展
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現

在
に
至
る
川
越
と
サ
ツ
マ
イ
モ
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
歴
史
・
民
俗
資
料
や
絵
画
資
料
、

ま
た
当
館
で
所
蔵
す
る
サ
ツ
マ
イ
モ
資
料
館

（
平
成
20
年
閉
館
）か
ら
の
移
管
資
料
を
中
心

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

下
の
資
料
は
、
明
治
10
年（
１
８
７
７
）に

刷
ら
れ
た
錦
絵
で
、
作
者
は
四
代
目
歌
川
国

政
で
す
。
※
１「
十
三
里
」、
※
２「
○
や
き
」と
書

か
れ
た
看
板
を
出
し
た
焼
い
も
屋
の
前
で
、

子
ど
も
た
ち
が
今
の
鬼
遊
び
の
一
種
で
あ
る

「
こ
と
ろ
こ
と
ろ
」を
し
て
無
邪
気
に
遊
ん
で

い
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
図
柄
で
す
。
庶
民
に
身

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
、
午
前

に
講
演
会
、
午
後
に
発
表
と
、
内
容
の
濃
い

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
の
講
演
で
は
、

教
職
人
生
に
楽
し
み
を
見
出
す
コ
ツ
や
今
後

の
学
校
教
育
等
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
午
後
の
発
表
は
、
市
内
教
職
員
の
優

れ
た
実
践
や
研
究
の
成
果
を
広
く
発
信
す
る

場
、
発
表
か
ら
自
身
の
実
践
を
振
り
返
り
、

質
問
し
た
り
意
見
を
交
換
し
た
り
す
る
場
と

し
、
双
方
向
の
参
加
型
と
す
る
こ
と
で
、
主

体
的
に
学
び
合
い
、
高
め
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

近
な
焼
き
い
も
屋
と
子
ど
も
た
ち
の
日
常
の

一
コ
マ
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

本
展
示
が
、
江
戸
時
代
か
ら
今
日
に
至
る

ま
で
の
長
き
に
わ
た
る
川
越
と
サ
ツ
マ
イ
モ

と
の
関
係
に
思
い
を
は
せ
る
機
会
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

※
１�

　
栗（
九
里
）よ
り（
四
里
）う
ま
い
十
三
里
と
い

わ
れ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。
川

越
地
方
産
の
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
２�

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
輪
切
り
で
は
な
く
、
一
本
ま

る
ご
と
を
使
っ
た
も
の
の
こ
と
で
す
。

市
立
博
物
館
…
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
２
２
︱
５
３
９
９

教職人生に楽しみを見出すコツや今後の学校教育等について
大学の先生にご講演いただきました

発表者と参加者の双方向の学び

子供あそび児をとろ児をとろ　川越市立博物館蔵

川越市マスコットキャラクター
と き も


